
フィデリティ投信株式会社

2022年3月号

フィデリティ・日本成長株・ファンド
次なるテーマで注目されるテンバガー銘柄

販売用資料 2022年3月

追加型投信／国内／株式

上記は過去の実績であり、将来の傾向、数値等を保証もしくは示唆するものではありません。3ページ目以降を必ずご確認ください。

コロナ禍の苦境をよそに、優れた成長戦略で光る“リオープン”銘柄

ハイブリッド・電動自動車時代の“立役者”

※掲載されている個別の銘柄・企業名については、あくまで参考として述べたものであり、その銘柄又は企業の株式等の売買を推奨するものではありません。

 超精密な加工技術と超高精度な金型技術に定評のある

“開発型ものづくり企業”で、高品質・高精度なリードフレー

ム（半導体パッケージ部品）、モーターコア、工作機械など

を手がける企業です。

 注目すべきはモーターコアが主軸の電機部品部門の成長

です。モーターコアはハイブリッドカー・電気自動車にとって

心臓部にあたる部品であり、同社はモーターコアへの先行

投資を果敢に行ってきました。

 電気自動車市場が成長期となる中、モーターコアへの投資

が実を結びつつあり、モーターコアの世界シェアの過半数

を占める同社の売上全体を押し上げています。

 赤字であったリードフレーム事業もリストラ効果により黒字

転換しており、収益は急拡大期に入っています。

株価推移（過去10年、期初＝100）

 東京ディズニーランド・ディズニーシーの運営のほか、ディ

ズニーランドホテルなどホテル事業も手がける企業です。

 新型コロナ以降、入園者数の制限など営業制限を行っており、

21年3月期は通期で上場来初の赤字となりました。

 しかし、足元の苦境をよそに、21年末で5000億円以上もの豊

富な手元資金を背景に、ディズニーシーの大規模拡張プロ

ジェクトや新ホテルの開業が進められています。

 また、21年からはチケットの変動価格制を導入し、ゲスト一人

当たり売上は以前の1万円台から21年度は1万4千円台に伸

びると予想されています（会社予想）。

 継続的な設備投資によって施設の魅力度を高め、入園料に

反映させていこうとする経営戦略が高く評価され、経済正常

化とともに収益の回復が期待されます。

（注）Refinitivよりフィデリティ投信作成。上期間は2012年1月末～2022年1月末。月次データ。トータルリターンベース。下期間は2012年～2021年、ただし各
年1月期決算。写真はイメージ。

過去10年で

約29.4倍

株価推移（過去10年、期初＝100）

グリーンテックや経済活動の再開（リオープン）といったテーマで注目されるテンバガー銘柄

（注）Refinitivよりフィデリティ投信作成。上期間は2012年1月末～2022年1月末。月次データ。トータルリターンベース。下期間は2019年3月期～2024年3月期。
2022年3月期～2024年3月期までは市場予想の平均。写真はイメージ。

三井ハイテック

オリエンタルランド

1株当たり純利益（EPS）の推移と市場予想

部門別売上高の推移
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割安度合いが高まる日本株市場

（注）当資料作成時点の見方です。今後予告なく変更されることがあります。

（注）運用実績の期間は1998年4月1日（設定日）～2022年1月31日。※運用実績は運用管理費用（信託報酬）控除後のものです。ただし、購入時手数料
および収益分配金にかかる税金は考慮していません。ベンチマークは、TOPIX(配当込)です。ベンチマークはファンド設定日前日を期初として計算していま
す。 ※当該実績は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。

2022年1月末時点 1カ月 3カ月 6カ月 1年 3年 5年 10年 設定来

ファンド -10.5% -11.5% -3.2% 0.3% 45.9% 51.9% 228.3% 199.0%
ベンチマーク -4.8% -5.1% 0.7% 7.0% 29.7% 39.5% 211.9% 124.5%
超過収益 -5.7% -6.4% -3.9% -6.8% 16.2% 12.5% 16.4% 74.5%

「フィデリティ・日本成長株・ファンド」の運用実績

①TOPIXの18カ月先予想PERの推移

年明けの日本株市場は、米連邦準備制度理事会（FRB）による金融引き締めに対する警戒感や、米長
期金利の上昇に拍車がかかったことなどから、米国株と共に日本株も売りに押される展開となりました。

その結果、現在の日本株のバリュエーション（割安・割高の度合い）は、過去の推移の範囲（①グラフ）か
らみると、だいたい中央からやや割安程度に位置しています。ただし、②グラフを見るとさらに割安な水準
であることが示唆されています。

②グラフは、過去12カ月間で一番高かった株価収益率（PER）の水準から、その後の調整局面でどのくら
いPERが下がったかを表したものです。過去を見ると、概ねPERが20％切り下がるとその後反発する傾
向があり、今はその20％を超えて下げたところにあります。

コロナを乗り越えて2022年の経済活動は正常化に向かうと期待され、サプライチェーンの混乱も徐々に

正常化しつつあり、特に自動車生産の力強い回復が見込まれます。リスク要因は引き続き散見されます
が、ファンダメンタルズとバリュエーション両者の改善により、日本株の投資環境はより魅力的となるで
しょう。

日本株は過去から見て割安な水準へと調整
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②TOPIXの過去12カ月間における最高PER時点を基準とした、その後のPER調整率
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（注）Refinitivよりフィデリティ投信作成。データ期間は2011年9月30日～2022年1月28日。週次データ。下グラフのPERは18カ月先予想PER。

過去この水準では反発の傾向
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